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果
た
さ
れ
た
約
束

大
下
藤
次
郎
と
森�
外

須

田

喜

代

次

Ⅰ

｢

予
大
下
氏
と
旧
あ
り｣

(
森�
外

｢『

水
彩
画
之
栞

(

１)』

題
言｣)

一
九
一
一

(

明
治
四
十
四)

年
十
月
十
一
日
、�
外
の
も
と
に
一
人
の
男
の
訃
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

吉
田
博

(

２)

来
て
大
下
藤
次
郎
死
せ
る
由
を
語
り
、
展
覧
会
出
品
の
事
に
及
ぶ
。(｢�
外
日
記｣)

水
彩
画
家
・
大
下
藤
次
郎

(

一
九
七
〇

(

明
治
三)
年
七
月
九
日
生)

は
、
前
日
十
月
十
日
午
後
四
時
、
満
四
十
一
歳
三
か
月
と
い
う
若
さ

で
亡
く
な
っ
た
。�
外
が
初
め
て
大
下
と
出
会
っ
た
の
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年
十
一
月
三
日
、
そ
れ
か
ら
十

六
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。
自
身
よ
り
八
歳
年
下
の
大
下
の
死
を
彼
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
受
け
止
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

｢

展
覧
会｣

と
あ
る
が
、
こ
の
時
第
五
回
文
部
省
美
術
展
覧
会

(

文
展)
開
催

(

十
月
十
五
日
一
般
公
開)

が
四
日
後
に
迫
っ
て
い
た
。�

外
は
同
展
覧
会
の
第
二
部

(

西
洋
画)

審
査
主
任
で
あ
る
。
彼
の
も
と
に
注
進
に
及
ん
だ
、
第
四
回
文
展
か
ら
審
査
員
を
務
め
て
い
た
吉
田
博

も
、
同
展
に

｢

朝｣

と

｢

芥
屋
大
門｣

の
二
作
品
を
出
品
し
て
い
た
。

以
下
の
新
聞
記
事
に
拠
れ
ば
、
そ
の
吉
田
が�
外
へ
の
使
者
に
な
っ
た
の
は
、
吉
田
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
り
、
こ
の
第
五
回
文
展
か
ら
や

果
た
さ
れ
た
約
束
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は
り
審
査
員
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
中
川
八
郎

(

３)

か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

大
下
藤
次
郎
氏
の
逝
去
に
就
て
氏
の
友
人
中
川
八
郎
、
石
川
寅
治

(

４)

両
氏
の
感
想
を
聞
く
▲
中
川
八
郎
氏
は
曰
く

｢

実
に
突
然
で
驚
き
ま
し

た
、
大
下
氏
は
交
友
は
随
分
多
か
つ
た
け
れ
ど
も
親
友
と
云
ふ
も
の
は
無
か
つ
た
様
だ
、
私
が
初
め
て
知
つ
た
の
は
嘗
て
近
江
の
第
一
回

旅
行
の
時
で
あ
つ
た
。
氏
は
水
彩
画
ば
か
り
で
油
画
は
試
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
、
私
は
氏
に
就
て
は
余
り
詳
く
は
知し

ら

な
い
、
兎
に
角
こ

れ
か
ら
吉
田
氏
の
所
へ
行
つ
て
早
く
知
ら
せ
て
来
よ
う
、
展
覧
会
の
都
合
も
あ
る
か
ら｣

(

以
下
略)

(｢

大
下
画
伯
の
面
影｣

『

読
売
新
聞』

一
九
一
一
年
十
月
十
一
日)

こ
の
中
川
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
、
吉
田
は�
外
の
も
と
に
走
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
川
談
話
に
も

｢

展
覧
会
の
都
合｣

と
あ
り
、
吉
田
が

�
外
に
語
っ
た
内
容
が

｢

展
覧
会
出
品
の
事
に
及｣

ん
だ
の
も
、
中
川
か
ら
の
話
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
に

関
し
て
は
、
小
島
烏
水
が
つ
と
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

�
外
が
、
大
下
に
尽
く
し
た
こ
と
は
、
単
に

｢

水
彩
画
の
栞｣

に
題
言
を
よ
せ
た
ゞ
け
で
は
な
い
。
明
治
四
十
四
年
十
月
十
日
、
大
下

が
四
十
二
歳
の
厄
年
を
以
て
病
没
し
た
と
き
は
偶
ま
大
下
の
作
品
が
、
第
五
回
の
文
部
省
美
術
展
覧
会
で
、
当
落
の
境
を
彷
徨
し
て
ゐ
た

際
で
あ
つ
た
。
訃
報
を
聞
い
て
、
審
査
員
長
の�
外
は
駆
け
付
け
て
、
故
人
の
作
品
を
救
ひ
出
し
、
作
品
は
黒
い
喪
章
を
飾
ら
れ
て
、
出

陳
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
十
和
田
湖
畔
の
柳
を
描
い
た
も
の
で
、
阿
久
津
医
学
博
士
の
蔵
に
帰
し
た
と
聞
い
て
ゐ
る
。(｢

森�
外
と
大
下
藤

次
郎

(

大
下
藤
次
郎
三
十
三
回
忌
の
年
に
当
り
て)｣

『
書
物
展
望』

第
13
巻
第
４
号
、
一
九
四
三
年
四
月)

生
前
大
下
と
親
し
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
か
、
小
島
が
伝
え
る
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
広
く
知
ら
れ
流
布
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば

『

水
絵
の

福
音
使
者

大
下
藤
次
郎』

(

美
術
出
版
社
、
二
○
○
五
年
十
二
月)
に
お
い
て

｢

評
伝｣

を
担
当
し
た
高
階
秀
爾
は
全
く
同
じ
内
容
を
記
し

て
い
る

(

５)

。
さ
ら
に
二
○
○
六
年
、
巡
回
展
で
開
催
さ
れ
た

｢

森�
外
と
美
術｣
展
の
図
録
に
お
い
て
も
、
や
は
り
こ
の
小
島
文
を
基
に
し
た
と

思
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

(

６)

。
し
か
し

｢

審
査
員
長
の�
外
は
駆
け
付
け
て
、
故
人
の
作
品
を
救
ひ
出
し
、
作
品
は
黒
い
喪
章

を
飾
ら
れ
て
、
出
陳
せ
ら
れ
た｣

と
い
う
小
島
の
発
言
自
体
が
何
を
根
拠
に
し
て
の
発
言
な
の
か
不
明
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
以
下
に
記
す
理

七
六



由
に
よ
り
こ
の
小
島
発
言
の
信
憑
性
に
関
し
て
は
い
さ
さ
か
疑
義
が
あ
る
。

｢�
外
日
記｣

に
拠
れ
ば
、
十
月
九
日

(｢

朝
よ
り
上
野
竹
台
文
部
省
展
覧
会
事
務
所
に
於
い
て
、
洋
画
監
査
に
着
手
す｣)

、
そ
し
て
ま
さ
に

大
下
死
去
の
当
日
で
あ
る
翌
十
日

(｢

次
い
で
展
覧
会
に
ゆ
き
洋
画
の
監
査
を
畢
る｣)

の
両
日
で
同
展
の
西
洋
画
監
査
は
終
了
し
て
い
た
。

｢

当
落｣

は
既
に
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
洋
画
応
募
作
品
七
百
四
十
点
の
う
ち
七
十
三
点
の
入
選
作
の
中
に
、
大
下
藤
次
郎
の

｢

や
な

ぎ｣

は
含
ま
れ
て
い
る
。
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
第
十
回
文
展

(

一
九
一
六
年
十
月)

の
際
、
熊
谷
美
彦
入
選
作
品

｢

裸
体｣

を
落
選
画
に

差
し
替
え
よ
う
と
し
た
正
木
直
彦
文
展
主
事
の
画
策
に
対
し
て
、
雨
中

｢

腕
車｣

を
飛
ば
し
て
文
展
事
務
所
に
駆
け
付
け
、｢

激
怒｣

し
て
そ

の
行
為
を
止
め
さ
せ
た

(

７)�
外

(
こ
の
時
も
第
二
部
審
査
主
任)

だ
が
、
そ
の
時
彼
は
既
に
現
役
を
退
き
予
備
役
と
な
っ
て
い
た
。
現
役
の
陸
軍

軍
医
総
監
・
陸
軍
省
医
務
局
長
が
、
平
日

(

一
九
一
一
年
十
月
十
一
日
は
水
曜
日)

、
お
い
そ
れ
と
会
場
に

｢

駆
け
付
け｣

る
こ
と
は
難
し
い
。

事
実
大
下
死
去
の
知
ら
せ
を
受
け
た
十
月
十
一
日
に
は

｢

局
長
会
議｣

が
控
え
て
い
た

(｢

局
長
会
議
に
列
す
。｣

｢�
外
日
記｣)

。

気
に
な
る
の
は
、

…
氏
は
好
ん
で
湖
を
描
き
秋
を
描
い
た
今
度
の
文
展
に
出
品
し
た
の
は

｢

十
和
田
湖
畔｣

と

｢

十
和
田
の
道｣

の
二
作
で
あ
る
が
恐
ら
く

前
者
が
当
選
し
悲
し
き
記
念
と
し
て
世
人
の
眼
に
映
ず
る
で
あ
ら
う
、(｢

湖
と
秋
の
画
家｣

『

東
京
朝
日
新
聞』

一
九
一
一
年
十
月
十
二

日)

と
い
う
記
事
で
、
こ
れ
で
は
ま
だ
当
選
が
確
定
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
こ
れ
は
文
展
審
査
員
で
は
な
い

｢

三
宅
克
己
、

真
野
紀
太
郎
の
二
氏｣

が

｢

故
人
に
就
て
語
る
ら
く｣

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
の
発
言
内
容
で
あ
り
、
大
下
作
品
題
名
が
実
際
の
も
の

(｢

や

な
ぎ｣)

と
違
う
こ
と
、
ま
た
右
の
発
言
が
ど
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
か
も
分
か
ら
な
い
こ
と
等
か
ら
し
て
、
正
確
な
情
報
を
反
映
し
た
も
の
と

は
思
わ
れ
な
い
。

先
の
小
島
の
発
言
は
こ
の
第
五
回
文
展
時
か
ら
三
十
年
あ
ま
り
後
の
発
言
で
あ
り
、｢

故
人
の
作
品
を
救
ひ
出
し｣

と
い
う
の
は
、
大
下
と

�
外
と
の
密
な
関
係
を
強
調
す
る
小
島
の
思
わ
ず
し
て
し
ま
っ
た
勇
み
足
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
故
人
作
品
と
は
い
え�
外
が
大
下
作
品

果
た
さ
れ
た
約
束

七
七



を
｢

救
ひ
出｣

し
た
の
だ
と
し
た
ら
、
先
に
触
れ
た
第
十
回
文
展
時
、
彼
が
取
っ
た
言
動
と
齟
齬
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
る
。

吉
田
が�
外
に
相
談
し
た

｢

展
覧
会
出
品
の
事｣

と
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
展
示
の
仕
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

作
品
は

｢

黒
い
喪
章
を
飾
ら
れ
て
、
出
陳
せ
ら
れ
た｣

の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

故
大
下
藤
次
郎
氏
の

｢

や
な
ぎ｣

に
花
輪
を
供
へ
て
あ
る
の
は
同
情
を
惹
く
、(｢

●
文
展
青
眼
鏡

(

下)｣
『

東
京
朝
日
新
聞』

一
九
一
一

年
十
月
十
七
日)

実
際
の
展
覧
会
を
見
た
直
後
、
一
記
者
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ⅱ

｢

十
一
月
三
日
始
て
森
林
太
郎
と
会
見
す
。｣

(

森�
外

｢

大
下
藤
次
郎
年
譜｣)

島
根
県
立
石
見
美
術
館
に
は
、
大
下
藤
次
郎
の
絵
画
作
品
約
二
百
点
の
外
に
、
彼
の
日
記
や
手
記
、
種
々
の
記
録
類
な
ど
多
く
の
資
料
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。�
外
作
品

｢

な
が
し｣
(『

太
陽』
一
九
一
三
年
一
月)

の
基
と
な
っ
た

｢

ぬ
れ
き
ぬ｣

一
冊
も
あ
る
。

そ
の
う
ち
一
八
九
○

(

明
治
二
十
三)

年
か
ら
、
一
九
○
四

(

明
治
三
十
七)

年
ま
で
の
日
記
が
、｢

資
料
紹
介

島
根
県
立
石
見
美
術
館

蔵

大
下
藤
次
郎
日
記｣

と
し
て
、
川
西
由
里
に
よ
っ
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る

(『

島
根
県
立
美
術
館

研
究
紀
要』

第
１
号

第
４
号
、

第
６
号
、
二
○
○
七
年

二
○
一
二
年)

。
日
記
と
言
っ
て
も
、
例
え
ば�
外
日
記
の
よ
う
に
日
々
の
出
来
事
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、｢

後

日
、
日
々
つ
け
て
い
た
別
の
日
記
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の｣
で
あ
り
、｢｢

学
事｣

｢

旅
行｣

｢

交
遊｣

な
ど
の
項
目
別
に
記
さ
れ
て
い
る｣

(

川
西
由
里

｢

解
題｣

『

島
根
県
立
石
見
美
術
館

研
究
紀
要』

第
１
号)
も
の
だ
。
川
西
氏
は
、｢

後
に
雑
誌

『

み
ず
ゑ』

を
主
宰
す
る
こ
と

に
な
る
大
下
の
、
編
集
と
い
う
行
為
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
、
こ
こ
に
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る｣

と
す
る
が
首
肯
で
き
る
。

そ
の
大
下
日
記
の
一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年
の
冒
頭
は
、｢

明
治
二
十
八
年
は
唯
何
と
な
く
迎
へ
た
り
而
し
て
明
治
二
十
八
年
は
大
に

有
望
な
る
意
気
を
以
て
送
り
た
り｣

と
い
う

｢

明
治
二
十
九
年
一
月｣

の
日
付
を
持
つ

｢
序｣

か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
は
大
下

七
八



に
と
っ
て

｢

大
に
有
望
な
る
意
気｣

を
観
ぜ
し
め
る
よ
う
な
充
実
し
た
年
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
そ
の

｢

交
際｣

の
項
目
に
、
森
林
太
郎

が
登
場
す
る
。

森
林
太
郎
先
生

原
田
先
生
の
紹
介
に
由
て
十
一
月
三
日
初
め
て
逢
ふ
同
日
上
野
展
覧
会
へ
行
き
帰
途
会
食
し
将
来
の
交
を
約
す

こ
の
日
若
き
二
人

(�
外
三
十
三
歳
、
大
下
二
十
五
歳)

が
結
ん
だ

｢

将
来
の
交｣

の

｢

約｣

は
、
こ
の
後
の
二
人
の
関
係
を
振
り
返
る
な

ら
ば
、
ま
さ
に
着
実
に
果
た
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
日
彼
ら
二
人
が
観
た
展
覧
会
は
、
同
年
十
月
十
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
明
治
美
術
会
の
秋
季
展
覧
会

(

第
七
回
展)

で
あ
っ
た
。
同
展
の
目
録
に
拠
れ
ば
、
二
人
の
出
会
い
の
仲
介
者
で
あ
り
、�
外
に
と
っ
て
は
親
友
、
大
下
に
と
っ
て
は
師
で

あ
っ
た
原
田
直
次
郎
の
油
彩
画
が
三
点

(｢

秋
の
景｣
｢

仝｣
｢

夏
の
景｣)

出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
当
の
大
下
藤
次
郎
自
身
も
い
ず
れ
も

｢

郊
外
小
景｣

と
題
す
る
油
彩
画
二
点
を
出
品

(

８)

し
て
い
た
。
一
八
九
二

(

明
治
二
十
五)

年
、
中
丸
清
十
郎

(

一
八
四
○
年

一
八
九
五
年)

の
も
と
で
絵
画
の
勉
強
を
始
め
た
大
下
は
、
同
年
初
め
て
の
水
彩
画
を
も
の
し
、
同
時
に
油
彩
画
も
始
め
る

(

９)

の
だ
が
、
後
年
水
彩
画
家
と
し
て

そ
の
名
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
る
彼
は
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
自
身
の
水
彩
画
家
と
し
て
の
行
方
を
明
確
に
確
定
で
き
ず
に
い
た
時
期
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
彼
の
油
彩
画
は
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い

(

現
島
根
県
立
石
見
美
術
館
所
蔵
で
一
八
九
四
〜
一
八
九
七
年
制
作
と

推
定
さ
れ
る

｢

野
の
道｣

が
、
現
在
唯
一
確
認
で
き
る
大
下
の
油
彩
画
だ
と
い
う

(�))
の
だ
が
、｢

こ
の
頃
は
コ
ン
テ
と
鉛
筆
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン

や
写
生
の
他
は
、
専
ら
油
彩
画
を
描
い
て｣

(

川
西
由
里

｢

資
料
紹
介

島
根
県
立
石
見
美
術
館
所
蔵

大
下
藤
次
郎
日
記

(

第
１
回)｣

｢

解

題｣
『

島
根
県
立
石
見
美
術
館

研
究
紀
要』

第
１
号
、
二
○
○
七
年)
い
た
よ
う
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に�
外
は
、
お
そ
ら
く
は
原
田
直
次
郎
と
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
、
一
八
八
九

(

明
治
二
十
二)

年
五
月
発
足
の

明
治
美
術
会
と
は
当
初
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
原
田
は
発
足
時
か
ら
の
明
治
美
術
会
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
十
月
十
九
日

よ
り
十
一
月
三
日
ま
で
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
明
治
美
術
会
第
一
回
展
に
出
か
け
た�
外
は
、
同
展
の
批
評
を

｢

油
画
漫
評｣

と
題
し

｢�

崖
樵
夫�
外
漁
史

同
稿｣

署
名
で

『

柵
草
紙』

第
二
号
に
い
ち
早
く
掲
載
し
て
い
る
。
言
わ
ず
も
が
な
な
こ
と
だ
が
、｢�
崖
樵
夫｣

と

果
た
さ
れ
た
約
束

七
九



は
原
田
直
次
郎
の
こ
と
だ
。

一
方
の
大
下
藤
次
郎
と
明
治
美
術
会
と
の
関
係
だ
が
、
自
伝
的
な
回
想
録

｢

三
脚
物
語｣

(『

み
ず
ゑ』

一
九
一
○

(

明
治
四
十
三)

年
一
月

〜
一
九
一
一
年
九
月
、
断
続
的
に
連
載)

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

考
へ
が
洋
画
に
移
つ
た
の
は

(

明
治�
須
田
注)

二
十
三
年
の
博
覧
会
を
見
て
か
ら
だ
。
そ
の
時
の
博
覧
会
は
な
か�
盛
ん
で
あ
つ
て
、

本
多
先
生
の

『
羽
衣』

、
五
姓
田

(

芳
柳)

先
生
の

『

苦
闘』

？
原
田
先
生
の

『

観
音』

、
其
他
有
名
な
出
品
が
あ
つ
た
。
明
治
美
術
会
の

起
つ
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
、
中
に
も
原
田
先
生
の
作
に
感
心
し
て
、
未
来
の
師
と
心
に
誓
つ
た
さ
う
だ
。

紆
余
曲
折

(�)
あ
っ
て
大
下
が
原
田
に
初
め
て
出
会
う
の
は
、
一
八
九
三

(

明
治
二
十
六)

年
四
月
十
三
日

(｢

五
姓
田
義
松
先
生
及
原
田
直
次

郎
先
生
始
め
て
面
会
す｣

｢

大
下
日
記｣)

、
原
田
の
画
塾
・
鐘
美
館
に
通
い
始
め
る
の
は
翌
九
四
年
四
月

(｢

四
月
四
日
よ
り
十
三
日
迄
鐘
美
館

に
て
婦
人
写
生｣

｢

大
下
日
記｣)

の
こ
と
だ
が
、
彼
が
画
家
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
が
、�
外
と
も
因
縁
の
深
い
、
第
三
回
内
国

勧
業
博
覧
会

(

一
八
九
○
年
四
月
〜
同
年
七
月)

出
品
作
品
、
原
田
直
次
郎

｢

騎
龍
観
音｣

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
二
人
の

｢

交｣

を
一
気
に
深

め
る
に
預
か
っ
て
力
大
き
か
っ
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
原
田
が
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い
た
明
治
美
術
会

へ
の
大
下
の
関
心
は
、
先
の

｢

三
脚
物
語｣

に
あ
る
通
り
同
会
の
発
足
直
後
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
原
田
へ
の
師
事

が
具
体
的
な
形
と
な
っ
た
、
一
八
九
三

(

明
治
二
十
六)
年
十
月
十
九
日
に
、
大
下
は
明
治
美
術
会
準
通
常
会
員
に
な
っ
て
い
た
。
九
五
年
の

同
会
秋
季
展
覧
会
に
彼
の
作
品
が
並
ぶ
所
以
で
あ
る
。

明
治
美
術
会
と
い
う
場
に
そ
の
居
場
所
を
得
た
大
下
は
、
そ
の
日
記
に
記
さ
れ
た

｢

○
交
際｣

欄
を
徴
し
て
も
そ
の
交
際
範
囲
が
年
々
広
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、�
外
と
出
会
う
前
年
、
一
八
九
四

(

明
治
二
十
七)

年
三
月
二
十
五
日
に

｢

知
己｣

と
な
っ
た
人
物
と
し
て
、�

外
に
と
っ
て
の
生
涯
の
友

｢

賀
古
鶴
所｣

の
名
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
賀
古
と
大
下
の
接
点
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、

今
の
わ
た
く
し
に
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
賀
古
が
大
下
の

｢

知
己｣

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、�
外
は
大
下
に
出
会
う
前
に
原
田
か
ら

だ
け
で
な
く
賀
古
か
ら
も
大
下
の
情
報
を
手
に
で
き
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

八
〇



＊

＊

初
対
面
の
相
手
の
情
報
は�
外
側
だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
お
そ
ら
く
な
い
。｢

大
下
日
記｣

は
前
述
し
た
よ
う
に
項
目
ご
と
に
一
年
一
年
の

出
来
事
が
ま
と
め
ら
れ
て
記
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
が
、
そ
こ
に

｢

○
読
書｣

、｢

○
行
楽
及
読
書｣

と
さ
れ
る
項
目
が
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

大
下
が
い
か
に
同
時
代
文
学
を
熱
心
に
読
ん
で
い
た
か
が
伺
え
る
の
だ
が
、
そ
の
熱
心
な
読
書
対
象
の
一
人
が�
外
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

試
み
に
現
存
す
る
大
下
日
記
最
初
の
年
で
あ
る
一
八
九
○

(

明
治
二
十
三)

年
以
降
二
人
が
出
会
う
九
五
年
ま
で
の
、
上
記
項
目
に
記
さ
れ
た

読
書
対
象
の
う
ち�
外
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
八
九
○

(

明
治
二
十
三)

年

柵
草
紙

国
民
の
友

一
八
九
一

(

明
治
二
十
四)
年

柵
草
紙

国
民
の
友

新
著
百
種

一
八
九
二

(

明
治
二
十
五)

年

柵
草
紙

国
民
の
友

新
著
百
種

一
八
九
三

(

明
治
二
十
六)

年

し
か
ら
み
艸
紙

国
民
の
友

一
八
九
四

(

明
治
二
十
七)

年

志
か
ら
み
草
紙

一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年

国
民
の
友

ふ
た
夜

璧
を
懐
き
て
罪
あ
り

(

表
記
は

｢

大
下
日
記｣

中
の
も
の)

こ
う
し
た
彼
の
記
載
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、『

し
が
ら
み
草
紙』

は
、
八
九
年
の
創
刊
か
ら
九
四
年
の
終
刊
ま
で
毎
月
講
読
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。｢

ふ
た
夜｣

(『

読
売
新
聞』

一
八
九
○
年
一
月

同
年
二
月)

、｢

玉
を
懐
い
て
罪
あ
り｣

(『

読
売
新
聞』

一
八
八
九
年
三
月

七
月)

と
い
う�
外
飜
訳
二
作
品
の
具
体
的
題
名
も
見
え
る
が
、
時
期
か
ら
し
て
こ
れ
は
初
出
で
は
な
く
、
一
八
九
二

(

明
治
二
十
五)

年
七

月
春
陽
堂
刊
行
の
初
版

『

水
沫
集』

掲
載
本
文
を
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
直
接
の
対
面
は
な
く
と
も
、�
外
漁
史
の

文
業
を
通
じ
て
、
大
下
は�
外
と
出
会
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
も
九
六

(

明
治
二
十
九)

年
日
記
に
は

｢

雑
誌
は
め
さ
ま
し
艸
を
首
と
し｣
と
あ
り
、『

し
が
ら
み
草
紙』

後
継
誌
で
あ
る

『

め
さ

果
た
さ
れ
た
約
束

八
一



ま
し
草』

を
そ
の
創
刊
号

(

一
八
九
六
年
一
月)

か
ら
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
し

(｢

明
治
三
十
一
年
乃
記｣

に
は

｢

雑
誌
は
め
さ
ま
し
艸
、

美
術
評
論
は
絶
え
す
講
読
し｣

と
も
あ
る)

、
九
七
年
の
項
に
は�
外
最
初
の
評
論
集
で
あ
る

『

つ
き
草』

(

春
陽
堂
、
一
八
九
六
年
十
二
月)

の
名
を
確
認
で
き
る
。
ま
た

『

洋
画
手
引
草』

(

画
報
社
、
一
八
九
八
年
十
二
月
、｢

明
治
三
十
四
年
之
記｣)

さ
ら
に
は

『

即
興
詩
人』

(

春
陽

堂
、
一
九
○
二
年
九
月
、｢

明
治
三
十
五
年
の
記｣)

も
彼
は
入
手
し
閲
読
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
下
に
と
っ
て�
外
と
い
う
作
家
の
存
在
は
、

そ
し
て
彼
の
文
業
は
、
自
身
の
活
動
の
貴
重
な
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
彼
の
認
識
の
延
長
線
上
に
、
自
身

の
最
初
の
著
作

『

水
彩
画
之
栞』

｢

序｣

を�
外
に
依
頼
す
る
と
い
う
行
動
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

(�)

。

Ⅲ

｢

日
本
新
聞
に
裸
体
画
論
を
投
ず｣
(｢

大
下
日
記｣)

わ
た
く
し
は
い
さ
さ
か
先
を
急
ぎ
す
ぎ
た
よ
う
だ
。
も
う
一
度
二
人
の
出
会
い
の
時
に
戻
り
た
い
。

自
身

｢

大
に
有
望
な
る
意
気｣

を
以
て
送
っ
た
と
総
括
し
た
一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年
は
、｢

十
月
四
日
真
砂
町
の
地
所
家
屋
を
森
川

恒
に
売
る
。
此
よ
り
藤
次
郎
は
絵
事
に
専
な
る
こ
と
を
得
た
り｣

(

森�
外

｢

大
下
藤
次
郎
年
譜｣)

と
い
う
状
況
を
獲
得
し
た
年
だ
っ
た
。
藤

次
郎
の
父
巳
之
吉
が
一
代
で
築
い
た

｢

旅
人
宿
、
馬
借
、
馬
車
問
屋
、
下
宿
、
料
理
店
等
を
営
み
、
陸
軍
馬
匹
用
達
を
兼
ね
た
り
。
宅
地
二
千

坪
、
土
蔵
、
借
家
あ
り｣
(

同
前)

と
い
う
大
き
な
身
代
を
た
た
み
、
正
式
に
画
業
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
年
だ
。�
外
は
こ
の
直
後
の

藤
次
郎
に
出
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
藤
次
郎
の
、
画
家
と
し
て
独
り
立
ち
せ
ん
と
す
る

｢

覚
悟｣

と
も
言
う
べ
き
も
の
の
表
れ
と
し
て
、
同
九
五
年
四
月
二
十
六
日
に

｢

日

本
新
聞
社
へ
裸
体
画
論
を
投
ず｣

と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
同
年
四
月
一
日
よ
り
京
都
岡
崎
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
黒
田
清
輝
の
裸
体
画

｢

朝
妝｣

を
巡

る
、
い
わ
ゆ
る
裸
体
画
論
争
に
大
下
が
一
石
を
投
じ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
黒
田
の

｢

朝
妝｣

は
、
前
年
一
八
九

八
二



四
年
に
開
催
さ
れ
た
明
治
美
術
会
第
六
回
展
に
既
に
出
品
済
の
作
品
だ
っ
た
。
当
然
同
展
に
お
い
て
、
大
下
は
当
該
作
品
を
観
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
そ
の
時
は
特
に
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
同
作
品
は
、
こ
の
年
勧
業
博
覧
会
が
始
ま
る
や
一
斉
に
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
そ

の
急
先
鋒
が

『

日
本

(�)』
新
聞
で
あ
っ
た
。
同
新
聞
は
こ
の
九
五
年
の

｢

大
下
日
記｣

｢

○
た
の
し
み｣

欄
に
お
い
て
、｢

読
書
の
た
の
し
み
は
小

説
あ
り
紀
行
あ
り
新
聞
雑
誌
あ
り
重
な
る
も
の
を
挙
く
れ
ば
日
本
新
聞

(

毎
日)

国
民
新
聞

(

一
月
よ
り
三
月
頃
ま
で)

中
央
新
聞
、
読
売
新

聞

(

時
々)｣

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
新
聞
に
比
し
大
下
が
熱
心
に
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
黒
田
作
品
に
批
判
的
な
言
辞
を
繰

り
返
す
新
聞

『

日
本』
に
彼
は
ど
の
よ
う
な
投
書
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
前
に
一
つ
だ
け
指
摘
し
て
お
く
と
、
現
存
す
る
大
下
作
品
は
圧
倒
的
に
風
景
画
が
多
い
の
だ
が
、
実
は
現
在
水
彩
画
の
裸
婦
像
が
三
点

だ
け
残
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
一
八
九
七

(

明
治
三
十)

年
の
制
作
だ
と
い
う
。
こ
の
絵
に
つ
い
て
原
田
光
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

残
存
作
品
に
裸
婦
は
三
点
し
か
な
い
が
、
三
点
と
も
明
治
三
十

(

一
八
九
七)

年
の
制
作
で
、
二
十
五
年
作
の
店
先
や
軒
先
の
絵
と
は

比
べ
る
ま
で
も
な
く
達
者
な
腕
前
を
発
揮
し
て
い
る
。
下
半
身
を
布
で
被
っ
た
裸
婦
な
ど
は
、
初
々
し
く
て
は
か
な
げ
で
あ
る
。
モ
デ
ル

を
使
っ
た
と
な
る
と
、
原
田
の
画
塾
が
描
き
場
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
二
年
前
、
黒
田
清
輝
が

｢

朝
妝｣

と
い
う
絵
を

発
表
し
た
と
き
、
裸
婦
の
主
題
は
風
俗
壊
乱
だ
と
い
う
こ
と
で
、
警
察
ま
で
出
動
す
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
が
、
余
波
は
裸
婦
論
争
と
し
て
数

年
つ
づ
い
た
。
大
下
が
ど
う
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
の
か
、
裸
婦
よ
が
ん
ば
れ
の
エ
ー
ル
も
こ
め
て
、
そ
こ
は
、
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
つ
つ

ま
し
く
こ
れ
を
描
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
っ
て
み
た
い
。(｢

旅
と
写
生｣

『

水
絵
の
福
音
使
者

大
下
藤
次
郎

評
伝』

美

術
出
版
社
、
二
○
○
五
年
十
二
月)

絵
画
自
体
に
関
し
て
は
、
わ
た
く
し
は
何
も
言
う
資
格
が
な
い
。
し
か
し
二
年
後
に
自
ら
裸
婦
を
制
作
す
る
画
家
が
裸
体
画
に
関
し
て
批
判

的
な
言
辞
を
弄
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
大
下
の
投
書
は
、
裸
体
画
擁
護
の
側
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
は
ず

な
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
彼
の
投
書
は

『

日
本』

新
聞
の
主
張
に
添
う
も
の
で
な
か
っ
た
せ
い
か
、
没
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
四
月
二

十
七
日
以
降
も
継
続
的
に
黒
田
批
判
の
投
書
は
掲
載
さ
れ
る
も
の
の
、
大
下
と
思
わ
れ
る
投
書
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

果
た
さ
れ
た
約
束
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
言
動
を
取
る
大
下
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
一
八
八
九

(

明
治
二
十
二)

年
一
月
、『

国
民
之
友』

誌

上
に
発
表
さ
れ
た
山
田
美
妙

｢

蝴
蝶｣

添
え
ら
れ
た
渡
邊
省
亭
の
裸
婦
挿
絵
に
関
し
て
起
こ
っ
た
裸
婦
論
争
に
対
し
て
、
い
ち
早
く

｢

裸
で
行

け
や｣

(『
読
売
新
聞』

一
八
八
九
年
一
月
十
二
日)

を
書
い
て
い
た�
外
漁
史
と
も
そ
の
ベ
ク
ト
ル
は
同
一
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
絵
画
を
巡
る
こ
う
し
た
論
争
に
画
家
と
し
て
の
自
己
を
積
極
的
に
主
張
し
、
自
ら
一
石
を
投
ず
る
姿
勢
こ
そ
、
彼
が
画
家
を
そ
の
生
涯

の
生
業
と
定
め
た
こ
と
の
証
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。｢

絵
画
ア
ヽ
絵
画
是
吾
が
終
局
の
目
的
吾
が
生
命

(

五
月
二
十
一
日)｣

と
い
う
言

葉
が
残
る
の
も
一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年
の
大
下
日
記
で
あ
る
。
そ
の
大
下
の
前
に
、
創
作
家
と
し
て
同
じ
尺
度
を
持
つ
作
家�
外
が
現

れ
た
の
だ
っ
た
。

Ⅳ

｢

あ
ゝ
。
つ
ひ�
少
し
小
説
を
書
い
て
し
ま
つ
た
。｣

(

森�
外

｢

長
谷
川
辰
之
助｣)

前
述
し
た
よ
う
に
島
根
県
立
石
見
美
術
館
に
は
、
多
く
の
大
下
藤
次
郎
関
係
資
料

(�)

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
覧
は
、
前
掲

『

島
根
県
立

石
見
美
術
館

研
究
紀
要』

第
１
号
お
よ
び
島
根
県
立
石
見
美
術
館
編

『

大
下
藤
次
郎
の
水
彩
画

島
根
県
立
石
見
美
術
館
所
蔵

大
下
藤
次

郎
作
品
集』

(

美
術
出
版
社
、
二
○
○
八
年
十
月)

巻
末
に
一
覧
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
許
し
を
得
て
二
○
一
七
年
一
月
、

石
見
美
術
館
に
お
い
て
当
該
資
料
群
の
内
の
い
く
つ
か
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

｢

ぬ
れ
き
ぬ｣

実
物
に
接
し
得
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
私
の
興
味
を
惹
い
た
資
料
は
、
大
下
手
ず
か
ら
製
本
し

た

『

我
が
思
想
の
於
母
影』

二
冊

(

そ
の
一
、
そ
の
二)

(

執
筆
年
は
前
掲
書
に
拠
れ
ば

｢

明
治
28
〜
31｣)

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

｢

そ
の
一｣

は
三
十
行
の
赤
罫
用
紙
を
二
つ
折
り
に
し
て
袋
と
じ
に
し
た
も
の
で
全
五
十
一
丁
、
大
下
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
表
し
た
よ
う
な
几
帳
面
な
文
字

で
清
書
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
時
間
の
関
係
で
全
丁
を
じ
っ
く
り
読
む
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の

｢

手
記｣

は
自
己

の
少
年
期
か
ら
の
思
想
を
振
り
返
り
、
以
て

｢

吾｣

と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
記
そ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
署
名
は

八
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｢
画
少
年｣

。
そ
し
て
そ
の
い
わ
ば

｢

序｣

と
も
言
う
べ
き
も
の
の
日
付
は

｢

乙
未
五
月｣

と
な
っ
て
い
る
。｢

乙
未｣

、
す
な
わ
ち
そ
の
年
は
、

本
稿
で
問
題
に
し
て
き
た
一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
本
文
冒
頭
の

｢

世
に
生
れ
て
廿
六
年｣

と
い
う
記
述
に
矛

盾
し
な
い
。
新
た
な
未
来
へ
の
展
望
を
開
く
た
め
に
こ
れ
ま
で
の

｢

吾｣

を
総
括
せ
ん
と
す
る
試
み
を
こ
の
年
五
月
に
大
下
は
行
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
そ
の
一
冊
に
題
す
る
に

『

我
が
思
想
の
於、
母、
影、』

(

傍
点
須
田)

と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。｢

大
下
日
記｣

に
は

｢

心
の
面、
影、｣
と
い
っ
た
表
現
が
見
え
る
が
、
そ
の

｢

面
影｣

で
は
な
く

｢

於
母
影｣

と
い
う
文
字
遣
い
を
し
た
の
は
、
あ
の
Ｓ
・
Ｓ
・

Ｓ

の
訳
詩
集

｢

於
母
影｣
が
彼
の
脳
裏
に
は
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

｢

画
少
年｣

と
い
う
署
名
は
や
は
り

｢

明
治
乙
未
ふ
み
月｣

と
い
う
日
付
記
載
が
残
る

『

京
み
や
げ』

に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に

『

ゆ
め
も
の
が
た
り』
と
題
さ
れ
た
三
冊
本
の
自
ら
綴
じ
た
手
記
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
制
作
年
次
不
明
な
の
だ
が
、

そ
の
手
記
の
表
紙
と
裏
表
紙
に
あ
の
新
聞

『

日
本』

の
明
治
二
十
九

(

一
八
九
六)

年
八
月
二
十
一
日
の
紙
面

(

一
面
、
二
面
、
五
面)

が
使

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
執
筆
時
期
は

｢

不
詳｣

な
が
ら
も
、
手
記
を
綴
じ
た
の
が
そ
の
日
付
に
近
い
時
期
で
あ
る
こ
と
は
推
定

で
き
る
。

す
な
わ
ち
、�
外
と
出
会
っ
た
一
八
九
五

(

明
治
二
十
八)

年
前
後
と
い
う
〈
時
〉
が
、
大
下
藤
次
郎
が
表
現
へ
の
意
欲
を
高
め
創
作
者
と

し
て
自
立
し
て
い
く
〈
時
〉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。
ま
さ
に

｢

一
旦
繋
縛
を
脱
離
し
闖
然
と
し
て
作
者
の
林
に
入
る
べ
き｣

(

森

�
外

｢『

水
彩
画
之
栞』

題
言｣)

時
期
が
到
来
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
か
。

二
人
の
間
は
恐
ら
く
急
速
に
接
近
し
て
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
翌
一
八
九
六

(

明
治
二
十
九)

年
四
月
四
日
、�
外
の
父
静
男
が
亡
く
な
る
。

そ
の
報
は
、
大
下
に
届
い
て
い
る
。

森
林
太
郎
氏
の
父
君
逝
去
さ
る

(

四
月
六
日)

(｢

大
下
日
記｣

｢

明
治
二
十
九
年
の
記｣)

二
人
の
関
係
の
近
さ
を
伺
わ
し
め
る
記
述
で
あ
る
。

＊

＊

果
た
さ
れ
た
約
束

八
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大
下
死
去
の
翌
一
九
一
二
年
、
年
号
が
大
正
に
代
わ
っ
た
八
月
十
一
日
の
日
曜
日
、
藤
次
郎
の
妻
大
下
春
子
が�
外
宅
を
訪
れ
る
。
亡
夫
藤

次
郎
の
遺
作
集
の
序
を
求
め
る
た
め
だ
っ
た
。�
外
は
妻
・
茂
子
に
面
会
さ
せ
て

｢

序
を
作
る
こ
と
を
約
す｣

(｢�
外
日
記｣

以
下
同
じ)

。

や
が
て

｢
大
下
藤
次
郎
が
日
記
の
取
調
に
着
手｣

(

十
一
月
十
九
日)

し
た�
外
は
、
十
一
月
二
十
八
日

｢

序｣

で
は
な
く

｢

大
下
藤
次
郎
年

譜
を
作
り
畢
り
て
、
春
子
に
報｣

じ
て
い
る
。
そ
の
間
春
子
は

｢

藤
次
郎
の
日
記
を
持
ち
て
来
訪｣

(

十
一
月
二
十
日)

し
、｢

大
下
春
子
文
書

を
持
ち
て
来
訪｣

(
十
一
月
二
十
二
日)

し
て
い
る
。
つ
ま
り�
外
は
春
子
が
も
た
ら
し
た
、
現
島
根
県
立
石
見
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
諸

｢

文
書｣
に
よ
っ
て
自
身
と
藤
次
郎
を
結
ぶ
機
縁
を
再
確
認
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
自
身
と
の
最
初
の
出
会
い
を
し
っ
か
り
書
き
留

め
、｢

将
来
の
交｣

を
約
し
た
と
い
っ
た
記
事
も
目
に
と
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
記
述
を
受
け
て
、�
外
の
手
に
な
る

｢

大
下
藤
次
郎
年

譜｣
｢

明
治
二
十
八
年｣

の
項
に
は
、｢

十
一
月
三
日
始
て
森
林
太
郎
と
会
見
す｣

と
の
記
載
も
な
さ
れ
た
は
ず
だ
。

一
九
一
三

(

大
正
二)

年
十
月
十
日
、
大
下
三
周
忌
に
初
め
て�
外
に
会
っ
た
小
島
烏
水
は

｢

そ
の
時
、
大
下
藤
次
郎
年
譜
は
、
あ
れ
で
小

説
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
ね
、
と
私
が
言
つ
た
ら
、�
外
は
機
嫌
よ
く
領
づ
か
れ
た｣

と
後
に
回
想
す
る

(

前
掲

｢

森�
外
と
大
下
藤
次
郎｣)

が
、

諸
資
料
を
読
み
、
年
譜
を
作
成
す
る
過
程
で
、�
外
の
中
に
小
説
執
筆
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
四
迷
・

長
谷
川
辰
之
助
の
追
悼
文
を
綴
る
中
で
、
思
わ
ず
そ
の
臨
終
の
様
ま
で
書
き
込
ん
で
し
ま
い
、｢

あ
ゝ
。
つ
ひ�
少
し
小
説
を
書
い
て
し
ま

つ
た｣

(｢

長
谷
川
辰
之
助｣

、
坪
内
逍
遙
・
内
田
魯
庵
編
輯

『
二
葉
亭
四
迷』

(

易
風
社
、
一
九
〇
九
年
八
月)

所
収)

と
し
た�
外
だ
っ
た
が
、

藤
次
郎
を
モ
デ
ル
と
す
る
小
説

｢

な
が
し｣

を�
外
が
脱
稿
す
る
の
は
、
春
子
に
年
譜
完
成
を
報
じ
た
九
日
後
の
十
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。

注

(

１)
『

水
彩
画
之
栞』

(

新
聲
社
、
一
九
○
一
年
六
月)

(

２)

吉
田
博

(

一
八
七
六
年

一
九
五
○
年)

は
、�
外
と
密
な
関
係
に
あ
っ
た
画
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
吉
田
と�
外
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、
一
九

○
八

(

明
治
四
十
一)

年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
太
平
洋
画
会
展
の
時
で
あ
っ
た

(｢

或
時
太
平
洋
画
会
の
展
覧
会
を
見
に
行
つ
た
。
そ
し
て
同

八
六



じ
人
の
か
い
た
画
が
、
余
り
隙
間
も
な
く
並
べ
た
も
の
だ
と
思
ふ
や
う
に
掛
け
て
あ
つ
て
、
そ
れ
が
一
室
の
壁
面
を
悉
く
塞
い
で
ゐ
る
の
を
見
た
。｣

｢｢

写
生
旅
行

魔
宮
殿
見
聞
記｣

序｣)

。
こ
の
展
覧
会
に
は
吉
田
と
そ
の
妻
ふ
じ
を
の
滞
欧
作
品
二
二
六
点
も
が
展
示
さ
れ
注
目
を
集
め
た
。
こ
の
会

場
で
二
人
を
引
き
合
わ
せ
た
の
は
満
谷
国
四
郎

(

一
八
七
四
年

一
九
三
六
年)

。
そ
の
満
谷
と
も
ど
も
吉
田
が�
外
宅
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、
同

年
十
一
月
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。｢�
外
日
記｣

は
そ
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

(
十
一
月)

六
日

(

金)

、
小
脚
本
の
稿
を
起
す
。
成
ら
ん
や
否
や
覚
束
な
し
。
夜
満
谷
国
四
郎
と
吉
田
博
と
始
て
来
話
す
。

こ
の
時�
外
が
書
こ
う
と
し
て
い
た

｢

小
脚
本｣

こ
そ
は
、�
外

｢

豊
熟
の
時
代｣

の
幕
開
き
を
告
げ
る
創
作
脚
本

｢

プ
ル
ム
ウ
ラ｣

(『

ス
バ
ル』

第
一
号
、
一
九
○
九
年
一
月)

で
あ
っ
た

(｢

夜
平
野
久
保
来
て
プ
ル
ム
ウ
ラ
の
稿
本
を
持
ち
去
る｣

｢�
外
日
記｣

一
九
○
八
年
十
一
月
二
十
七
日)

。

金
子
幸
代

『�
外
と
近
代
劇』

(

大
東
出
版
社
、
二
○
一
一
年
三
月)

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
品
は
脱
稿
直
後
に
歌
舞
伎
座
で
の
上
演
計
画
が
持

ち
上
が
っ
た
よ
う
だ
。
結
局
こ
の
上
演
計
画
は
水
泡
に
帰
す
の
だ
が
、
こ
の
企
て
に
吉
田
博
が
関
わ
っ
て
い
る
。

・
吉
田
博
来
て

｢

プ
ル
ム
ウ
ラ｣

の
道
具
、
衣
裳
の
事
を
話
す
。(｢�
外
日
記｣

一
九
○
八
年
十
二
月
二
十
六
日)

・
吉
田
博
、
同
妻
富
士
雄
、
大
村
西
崖
の
三
人
我
家
に
会
し
て

｢

プ
ル
ム
ウ
ラ｣

の
道
具
、
衣
裳
の
事
を
相
談
す
。(｢

同｣

同
年
十
二
月
二
十
七

日)

こ
う
し
た
関
係
か
ら
だ
ろ
う
か
、
吉
田
は
大
下
藤
次
郎
が
自
著

『

水
彩
画
の
栞』

に�
外
の
序
文
を
求
め
た
こ
と
の
轍
を
踏
む
よ
う
に
、
一
九
一
○

年
三
月
二
十
三
日
刊
行
の

『

写
生
旅
行

魔
宮
殿
見
聞
記』

(

博
文
館
、
一
九
一
○
年
三
月)

の

｢

序｣

を�
外
に
請
い
、
そ
れ
に
応
え
た�
外
は

｢

明
治
四
十
三
年
三
月
十
三
日
於
観
潮
楼｣

と
末
尾
に
記
し
た

｢

序｣

を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
中
に
前
述
し
た
二
人
の
最
初
の
出
会
い
が
書
き
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

３)

中
川
八
郎

(

一
八
七
七
年

一
九
二
二
年)

は
、
一
八
九
九

(
明
治
三
十
二)

年
、
吉
田
博
と
共
に
渡
米
、
そ
の
後
欧
州
を
回
っ
て
一
九
○
一
年
帰

国
、
同
年
十
一
月
、
満
谷
国
四
郎
、
吉
田
博
、
そ
し
て
大
下
藤
次
郎
等
と
共
に
太
平
洋
画
会
を
立
ち
上
げ
た
。
な
お
、
後
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
一
九

一
二

(

大
正
元)

年
十
二
月
二
十
一
日
、�
外
は
当
時
満
九
歳
で
あ
っ
た
長
女
茉
莉
を

｢

中
川
八
郎
の
許
に
遣｣

(｢�
外
日
記｣)

っ
て
い
る
。
中
川

の
も
と
で
茉
莉
に
絵
画
の
勉
強
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
一
六

(

大
正
五)

年
十
二
月
二
十
五
日

｢�
外
日
記｣

に
も
、
茉
莉
が

｢

中

川
八
郎
の
許
に
往｣

っ
た
こ
と
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

(

４)

石
川
寅
治

(

一
八
七
五
年

一
九
六
四
年)

も
一
九
○
一
年
設
立
の
太
平
洋
画
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
。

果
た
さ
れ
た
約
束

八
七



(

５)
｢

こ
の
年
の
十
月
十
日
、
藤
次
郎
は
四
十
二
歳
で
生
涯
を
終
え
た
か
ら
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
こ
の
時
、
第
五
回
文
展
の
審
査
時
で
、
藤
次
郎
の
作
品

は
当
落
線
上
に
あ
っ
た
が
、
訃
報
を
聞
い
た�
外
が
審
査
会
場
に
駆
け
つ
け
、
作
品
を
救
い
出
し
て
黒
い
喪
章
を
つ
け
て
展
示
し
た
と
い
う
。
そ
の
作

品
は
、
十
和
田
湖
畔
を
描
い
た

｢

や
な
ぎ｣

で
あ
っ
た
。｣

(

高
階
秀
爾

｢

水
絵
の
福
音
使
者

大
下
藤
次
郎

評
伝｣

『

水
絵
の
福
音
使
者

大
下
藤

次
郎』

美
術
出
版
社
、
二
○
○
五
年
十
二
月)

(

６)
｢

ま
た
明
治
四
十
四
年
十
月
、
第
五
回
文
展
の
審
査
中
に
大
下
急
逝
の
知
ら
せ
を
受
け
た�
外
が
、
大
下
の
出
品
作
を
入
選
と
し
喪
章
を
つ
け
て
展

示
し
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る
。｣

(『

森�
外
と
美
術』

森�
外
と
美
術
展
実
行
委
員
会
、
二
○
○
六
年)

(

７)

拙
稿

｢

第
十
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
第
二
部
審
査
主
任
・
森
林
太
郎
の
激
怒

国
民
美
術
協
会
と�
外

｣
『�

外』

91
号
、
二
○
一
二
年
七

月)

(

８)
｢

九
月
二
十
九
日
油
絵
写
生

(

中
川
附
近)

一
図
を
得
此
図
郊
外
小
景
と
題
し
て
明
治
美
術
会
の
展
覧
会
に
出
品
す｣

(｢

大
下
日
記｣

｢

明
治
二
十
八

年
の
事
を
記
す｣)

(

９)
｢

四
月
十
日
神
田
の
大
火
後
の
光
景
を
見
て
感
ず
る
事
あ
り
水
彩
に
て
其
状
を
写
す
是
を
水
彩
画
の
具
を
弄
せ
し
始
と
す
十
月
一
日
よ
り
油
色
を
以

て
画
く
事
を
始
む｣

(｢

大
下
日
記｣

｢
明
治
二
十
五
年
之
記｣)

(

10)

注

(

６)

に
同
じ
。

(

11)
｢

○
学
事

…
偶
ま
山
嶋
方
に
て
油
絵
を
見
大
い
に
観
ず
る
処
あ
り
依
り
て
爰
に
美
術
家
た
ら
ん
の
目
的
を
立
つ
実
に
此
年
七
月
な
り
即
日
原
田

先
生
に
一
書
を
送
り
て
照
会
せ
し
が
折
柄
不
在
な
り
と
て
意
に
果
さ
ず
依
て
中
丸
先
生
を
訪
ひ

(

七
月
廿
七
日)

此
塾
に
入
門
と
決
し
九
月
四
日
を
以

て
始
め
て
通
学
す｣
(｢

大
下
日
記｣

｢

明
治
二
十
四
年
之
記｣)

(

12)

・
一
九
○
一

(

明
治
三
十
四)

年
三
月
九
日

｢

大
下
藤
次
郎
著
す
所
の
水
彩
画
の
栞
を
寄
せ
て
序
を
求
む
。｣

・
同
年
三
月
二
十
一
日

｢

大
下
藤
次
郎
の
為
め
に
水
彩
画
の
栞
に
叙
す
。｣

(｢

小
倉
日
記｣)

な
お
、
川
西
氏
に
拠
れ
ば
、
翻
刻
さ
れ
た

｢

大
下
日
記｣

中
に
は
な
い
が
、｢

平
行
し
て
つ
け
ら
れ
て
い
た
日
記

｢

吾
家
の
消
息｣

三
月
二
七
日
の

項
に
は
、｢

水
彩
画
栞
の
出
版
に
付
森�
外
氏
に
序
文
を
托
し
の
処
快
く
執
筆
致
さ
れ
候

短
文
な
れ
ど
さ
す
が
に
大
家
の
筆
な
り

吾
著
書
に
光
を

添
ふ
る
事
成
る
許
ぞ
や｣

と
あ
る｣

(『

島
根
県
立
石
見
美
術
館

研
究
紀
要』
第
４
号
、
二
○
一
○
年)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

13)
『

日
本』

は
、
一
八
八
九

(

明
治
二
十
二)

年
二
月
十
一
日
創
刊
、
一
九
一
四

(

大
正
三)

年
十
二
月
三
十
一
日
終
刊
の
日
刊
紙
。 八

八



(

14)
｢

大
下
は
絵
画
の
道
を
志
す
と
同
時
に
文
学
に
も
深
い
関
心
を
い
だ
き
、
文
筆
の
腕
も
磨
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。｣

(

川
西
由
里

『

島
根
県
立
石
見
美

術
館

研
究
紀
要』

第
１
号
、
二
○
○
七
年)

附
記

本
稿
執
筆
に
関
し
、
大
下
藤
次
郎
関
係
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
島
根
県
立
石
見
美
術
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

果
た
さ
れ
た
約
束

八
九


